
No. 区　　分 所　　　　　　属 役　職 氏　名 備　考 参加

1 学識経験者 愛媛大学大学院 教授 吉井 稔雄 ○

2 新居浜工業高等専門学校 校長 鈴木 幸一 ○

3 関係事業者又は （社）新居浜市医師会 副会長 中山　恵二 ○
途中退席

4 団体の者 （社）新居浜市観光協会 専務理事 亀井　喜一郎 ○

5 四国旅客鉄道(株)
総合企画本部

担当部長
長戸　正二 ×

6 新居浜商工会議所
観光まちおこし
委員会委員長 妹尾　次郎

(代理)

　眞木 泰彦
○

代理

7 新居浜市女性連合協議会 総務 佐々木　利美 ○

8 （公社）新居浜青年会議所 嶋田　純也 ×

9 新居浜市農業委員会 農地部会長代理 篠原　修 ×

10 新居浜市農業協同組合 常務理事 曽我部 英敏 ○

11 新居浜市福祉施設協議会 副会長 住友　裕美 ○

12 松木坂井自治会 相原　悦滋 ×

13 新居浜市連合自治会 副会長 坂上　公三 ○

14 公募 市民公募委員１ 多田羅　弘美 ○

15 市民公募委員２ 白石　哲也 ○
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新居浜駅周辺まちづくり協議会（第 2 回） 

 議 事 概 要 
日時：平成 26 年 4 月 18 日（金） 

午後 1 時から午後 3 時 30 分まで 

場所：新居浜ウイメンズプラザ 研修室（2 階） 

 

１．開会 ：新居浜市建設部 曽我部長より挨拶 

２．議事 

（１）前回のまとめ 

《質疑応答》 

愛媛大学大学院教授 

吉井 稔雄会長 

・ 前回のまとめを発表していただきましたが、何かご質問はございます

でしょうか。ございませんか。 

・ よろしければ、２つ目の議題「まちづくりの方向性」のご説明をお願

いします。 

 

（２）まちづくりの方向性 

《質疑応答》 

愛媛大学大学院教授 

吉井 稔雄会長 

・ 今、まちづくりの方向性についてご説明をいただきましたけれども、

何かご質問はございますでしょうか。 

（社）新居浜市医師会 

副会長 

中山 恵二氏 

・ 先ほどおっしゃられた連続立体交差事業のことですけれども、高架も

トンネルも両方含めてということなのでしょうか。 

事務局 ・ そうです。 

・ ここでいう連続立体交差事業のトンネルも含めてということは、全部

を地下化するということでしょうか。 

（社）新居浜市医師会 

副会長 

中山 恵二氏 

・ 南北の連携で第 1 回目の時にトンネルを掘ってという議論がありま

したが。 

事務局 ・ 道路ではありません。鉄道自体が連続的に高架になったりすることを

指しています。 

愛媛大学大学院教授 

吉井 稔雄会長 

・ いかがでしょうか。今、話がありましたが、連続立体交差事業に関し

ては、なかなか難しいということで、この場では横に置いといて、鉄

道は今のまんまはしっているという状況で今後のまちづくりを 10

年、20 年から先の 30 年、40 年先のまちづくりを見据えて検討し

ていきたいと思いますが、それでよろしいでしょうか。 

（意見なし） 

愛媛大学大学院教授 

吉井 稔雄会長 

・ ご意見が無いようですので、この協議会では連続立体をしない、鉄道

は平面をはしっているという前提でまちづくりを考えていきたいと

思います。 
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・ あと、コンセプトや考え方がございますが、何かご質問、ご意見ござ

いましたらと思います。 

（意見なし） 

愛媛大学大学院教授 

吉井 稔雄会長 

・ よろしいですか。おおよそ方向性としては皆さん合意をいただいたと

いうことで。それでは、まちづくりの方向性についてはこの考えで進

めるということにしたいと思います。 

 

以上 

 








